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■年中行事

1月   奥 ノ院修 正 会

金 堂 修 正 会

大 塔修 正 会

2月   常  楽  会 帷 槃 会 )

3月    御 衣 カロ持

奥 ノ院正 御 影 供

御 影 堂正 御 影 供

4月   仏 生 会 (灌仏 会 )

大 晏 茶 羅 供

奥 ノ院 万 灯 会

5月   山王 院 夏 祈

山王 院 竪 精

結縁 灌 I頁

6月   内 談 議

2:詈I:嘆詈 8月
15日 ■̈金剛革寺,

1日 ¨

7日 よ り 7日 間 …

13日 よ り 3日 間 …

16日 ¨

1日21日 よ り 10日 間
法 印 転 衣 式  22日 以 後 3月 15日迄 … 1金剛 峯 寺 )

陀 羅 尼 会

不 断 経

孟 蘭 盆 会

大 塔 御 国 忌

勧 学 会

勧 学 院 翌 日間 講

勧 学 院 登 堂 出仕 一商 事   旧 2日 …

堅 精 明 神 奉 送 迎
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1日3日 …

■ 月例法会

月並 間講

御 影 堂

月並 御 影 供

奥 之 院

月並 御 影 供

御 影 供 御 法 楽

門徒 行 法

月並 間 講

月並 御 法 楽

月並 御 法 楽

19日  イ卸 影 堂

21日 ― 御 影 堂

21日 ― 灯 籠 堂

21日 :::大師 教 会

16日 … 山 王 院

16日 … 山 王 院

15日 ― 金 剛 峯 寺

8日 … 霊 宝 館

春 季 彼 岸 会  彼 岸 中 日前 後 三 日間 … (金  堂 |

17日 (宝 亀 院 )

旧21日 … (灯 籠 堂 )

旧21日  (御 影 堂 )

9月

λ:I遺
唯
]明

21日 ‐ 灯 籠 堂 )

旧 1 .2日 … (山 王 院 ) 12月

旧 3日 (山 王 院 )

3日 よ り 5日 間 … (金   堂 )

旧 9.10日 … (金岡」峯 寺 )

秋季彼岸会 彼岸中日前後 3日 間…

明神社秋季祭典      16日 …

奥ノ院誼号奉讃会

御影堂煤払

27日

28日  ¨

山王 院 御 最 勝 講    旧 10.11日 … (山 王 院 )

宗 祖 誕 生 会 (青葉 祭 ) 15日 イ大 師 教 会 )
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束μЧ6km、南北3kmの 大μ、都です H50余 11前、夕、

法人白「が〃「より帰1りl後、典31密教の道場 として1用山

にオ7「 され ました これが高野山金 ll峯、十の創めで

あります.,徳り|1時了ヽの !11保のし東には、 大′l 2ヽ,00()に余

る 、ケJ/Jがメliを1,べたが、 |りl治判[新に1際し、十↑メ1及び外

山の森林等すべて1可家 に本還、現在は 千11を越す

“

|

史を秘め と杉li「村
=〔
に|,1まれて建つ堂塔働|1藍と10万り:年

を越す といオ)オ■るり1の院σ)屹tイfと供Jを,中イ:rσ)ほか、

120余 ヶ、十がありこオ■を l:体
`こ

1,000,iσ)P,家 と1()()()

の人口がfi:み、全国でも稀にみるJ党内街を形成 して

お ります

▲大伽 藍
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承 和 2年 (835)3月21日 、弘 法 大 師 は 大 日如 来 の 定 印 を結 び

真言 を念 誦 されつ つ現 身 の ま ま金 岡1定 に 入 られ たの で あ

る 弟 子 連 は こ定 身 を浄窟 に お さめ その 上 に 御 廟 を建 立

した 海 外 を含 め ての 1千 万信 者 は この 御 廟 を入定 留 身

の 聖 i雪と して絶 対 の 尊信 を捧 tず、 灯 明 と香 煙 は 絶 え る こ

とが ない

■′卜 fJ l1 1'

玉川の清流 を背に して地蔵菩薩、不動明王、観音書薩像

がTEられ、参拝者は経木や水塔婆 を供 え水 を手向けて肉

身の書提 を弔 う
‐

11:(′,トァi



▲柳  の  間

豊臣秀次自刃の間として有名、襖の絵は狩野探斉の筆で四季の柳が描かれ
ている.

▲総本山金剛峯寺
弘 法 大 師 が 「金 岡1峯寺 Jと 命 名 したの は 「金 岡J峯楼 閣 一切 I奇伽 I命紙 経 」よ り と っ
た もの で高 野 山 の 総 称 で あ る。 高 野 山真 言 宗 4,000ヶ 寺 、信 徒 1千 万 の 総 本 山
で、 も と太 閤 秀 吉 が母 の 菩 提 の ため建 立 され た もの で あ る。



▼ 大  門

宝永 2年 (1705)の再建。

教の代表的な建築物 とし

遠 く紀 淡 海 峡 、熊 野 連 峯等 を望 み 、 我 が国 山 岳仏

て有 名 、両 脇 の 金 剛 力士 は法 橋 運 長 の 作 で あ る。

▲御 影 堂

宝形造 り木造檜皮葺 7間 四面の優美な建造物で、真如親王御筆による弘法

大8Tl御尊影 (秘仏)が奉安 されている.弘 化 4年 の再建。



●車ご利用の場合
大阪からは、国道26号(堺)。310号 。170号。24号経由で九度山より高野山 ドライブウエ=で 山上ヘ

▲ ケ ー ブル

南海電車極楽橋より山上に至 る延

長約0.8キロ。急勾配 を旬 うように

登る窓外に映る幽遼の美は絶佳、

所要時間は 5分 間で日本有数の長
距離ケーブルカーである。

▲ 高野山道路

昭 和 35年 7月 、 日イド進室路 公 団 :こよ

つて完 成 。 山麓 九度 山 よ り終 点 の

山 上 大 門 に至 る約 17キ ロの 間 深 山

幽 谷 に心 を澄 ま され る と思 えば、

登 るに従 い遠 く紀 伊 ・生 駒 連 峰 が展

けて来 る。 風 景 絶佳 の ドラ イ ブウ

ェー で あ る。

▲極 楽 橋

高 野 旧登 山 7日 の 一 つ 京街 道 不 動

回 、 現 在 の 南 海 電 車極 楽 橋 駅 辺 に

あ り、 昔 は こ こ よ り山駕 や強 力 の

手 を借 りて登 山 した。 木 造 朱 塗 り

の 色 彩 は深 山幽 谷 に映 えて美 しい。

▲ 町 石 道

山麓九度山慈尊院より山上伽藍大

塔に至る旧登山道に180基(胎蔵用

大塔より奥之院まで37基(金剛界)

の仏の姿になぞらえた高 さ3米 の

石標が1町(約110米)毎に建てられ

ている。昔の人々が信仰の証と道

標 として22年の歳月を経て弘安 8

年完成 した。



金 lTl峯寺 をは じめ 、 山 内 各

寺 院 の 国宝 ・重 要 文 化 財 の

仏 像 ・仏 具 ・絵 画  書 籍 等

が保 存 され て一 般 の 観 覧 に

供 して い る 字 治平 等 院 を

模 した優 美 な建 物 て大 正 10

年 の 建 立

高 野 山 は 明 治 5年 禁 が 解 か

れ る ・Iで は 女 子 の 入 山 は 許

さ れ な か ,た の こ、 各 々 山

内 フ ヵ所 に 参 籠 所 か設
`ナ

ら

オヽ こt たヽ  現 在残 ,て もヽ る

の は 、不 動 坂 口 (南海 バ ス女

人堂 駅 前 )唯 一 つ で あ る
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秀 忠 の 二 男 駿 河 大 納 言 忠 長

が母 堂 (淀君 の 妹 )追 善 の た

め建 立 、 高 さ10米 、 台石 の

広 さは 8畳 敷  高 野 山 の 石

碑 中 最 大 「― 番 石 塔 すと呼 は

れ て ぃ る .

く イ府り||,ヌ1=子 キ 中 や V ilい|

寛 永 20年 (1643)徳川 3代 将

軍 家 光 に よ っ て建 立 、 一 重

宝 形 造 りの建 物 2棟 が並 ん

で い る 。右 が 家康 霊 屋 、 左

が 秀 忠 霊 屋 で あ る

一
Ｌ

■

　
Ｆ

奥
の
院

一
騰
Ｆ
一
宍
∵
」一
一ヽ

=

‘
　
（
い
け
・や
ご
一
:ド

nl、

｝Ｐ
,■

IⅢ
静

卜来ｒ

・

一
一

" 
｀ 1■ 十

`

フ
市



回日
回回

持明院の緑起

鳥羽天 11の保安年間に持明房真誉大徳の開基でその字 を

取 って寺名とし、特 に持流一派の本山として850年、法灯

師資連綿 として今日に至っております。

本 キ

“

はLI命地蔵菩薩で古来より伊達家、武田家、土岸家

京極家、本村家等の大壇主 を始め壇信各家祖先の霊牌 を

安置 して、例時の供養に二世の勝縁 を祈願 して居 りま魂

現在の建物は明治43年祝融の災以後のもので 境内6.600r

(2ρ00坪)堂宇 10数棟に及び数々の貴重な仏像仏画、経典

を収蔵 してお ります。

=
浅井長政夫人お市の方 (当院所蔵)



▲中庭園
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A米 斗  II里

i〔:置を言景i:「:[言,[i::lゞ讐i:き?:,「!菫E]i
冒楳 早 菖t、T季

色 々の 姿 をみ せ る庭 園 を眺 め なが ら、 静 か な御 座 敷 で御

″
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▲客  室





■ 案 内 所

東北案内所

関東案内所

名古屋案内所

京都案内所

京都案内所

大阪案内所

兵庫案内所

香川案内所

TEL(022)241-劉74

FAX(022)241-1255

TEL(0486)86-1331

FAX(0486)84-3980

TEL(052)762-3011

FAX(052)763-5225

TEL(075)343-0466

FAX(075)343-0238

TEL(075)531-0295

FAX(075)531-0296

TEL(06)692-6581-4

FAX(06)606-7207

TEL(078)371-6601-3

FAX(078)371-6055

TEL(0878)51-6881

FAX(0878)51-6882

三伸会東北フロント

大宮線合リザーブセンター

レス ト・ガイド

京都食堂センター

なにわ会京都営業所

なにわ会大阪事務所

なにわ会兵庫営業所

四国高松共栄会

高野山へのごあんない



‖小励 持明院
MONASTERY J

TE LF覇里予』尋(0736)56… 2221-3
FAX謹 覇里予′尋(0736)56-3809

大 阪 別 院   TEL(06) 961-4789

仙 台 別 院   TEL(0222)57-4010

1う口年層邑男り脇記  丁EL(052)481-2983


